




スパイラル式冷却ロールの欠点

結露の発生（運転中、停止中）

ロール表面温度にバラツキ発生









結露なし 結露なし

結露発生35.5～37.8℃15.8℃ 17.3℃
ロールサイズ：φ600×1400
樹脂押出量 ：450Kg/ｈ
環境 ：気温38℃／湿度60％

結露発生

スパイラル式冷却ロール

ヒートパイプ式冷却ロール



スパイラル式冷却ロール

比較表 スパイラル式 ヒートパイプ式

出口側冷却水温度 16.2℃ 18℃ 出口側冷却水温度が+1.8℃と効率良く冷却されている

入口側ロール温度 15.8℃ 30℃ スパイラル式は 両端部温度が低く結露が発生してしまう
ヒートパイプ式は両端部の温度が高く結露発生無し

出口側ロール温度 17.3℃ 30℃ スパイラル式は 両端部温度が低く結露が発生してしまう
ヒートパイプ式は両端部の温度が高く結露発生無し

樹脂温度 38.7℃ 36.7℃ ヒートパイプ式の方が樹脂温度が2℃低い→高冷却性能
ライン速度 130ｍ/min 230m/min 冷却性能の向上によりラインスピードが50％UP





ヒートパイプ式
冷却ロール

回転を開始すると遠心力で
作動液が内壁に張り付きます。

作動液

冷却水管

真 空



ヒートパイプ式
冷却ロール

高温のフィルム

外筒

作動液

ロールに高温のフィルムが
接触します。



ヒートパイプ式
冷却ロール

外筒

作動液が高温フィルムの
熱を奪って蒸発します。

作動液の蒸発

高温のフィルム



蒸発した作動液は、
冷却水管に接触し、凝縮します。作動液の凝縮

ヒートパイプ式
冷却ロール

冷却水管



凝縮した作動液は、遠心力により
飛ばされ再び内壁に張り付きます。

ヒートパイプ式
冷却ロール



このサイクルを繰り返すことによって、
フィルムを冷却します。

ヒートパイプ式
冷却ロール

外筒

高温のフィルム

作動液


